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去る５月24日（土）に、運動会を行いました。校報の配布

締切の都合により、６月配布号でお伝えできませんでしたので、

実施から時間があいてしまいましたが、今号でお伝えします。

当日までは、雨のためにグラウンドでの練習が思うようにで

きないなど計画を変更しながらの対応が続き、確認のたびに変

化する降雨確率に一喜一憂する毎日でした。このような中で迎

えた当日。子どもたちの願いが通じたように、雨が降ることも

なく、すべてのプログラムを予定どおりに行うことができまし

た。お越しくださり、子どもたちを応援してくださったご来賓

の皆様、保護者・地域の皆様、ありがとうございました。

当日は、開会式の後、船越小オリジナルの全校表現運動

「OH～！がっ」で始まり、徒競走やリレー、学年種目など、
オ ー

元気いっぱいに躍動する子どもたちの姿が見られました。また、

色別（赤組、白組、青組、黄組）で行う応援合戦では、６年生

が中心になって考案したパフォーマンスに、学年の垣根を越え

て全員が笑顔いっぱいで取り組みました。

運動会に至る過程を通して、走力などの運動技能の向上と発

揮ということに加え、子どもが互いに励まし合い協力する態度

の育成や、最後までやり遂げることで味わう達成感や自己肯定

感の醸成も目指したいと考えておりました。そのため各学年・

学級では、一人一人に運動会で頑張りたいことなどのめあてを

もたせ役割を担わせながら、子どもたちが取り組む姿に対して

担任等がよさや努力を認め励ます関わりをするようにしてきま

した。このような関わりが、当日の子どもたちの姿につながっ

ていたのであれば嬉しいことです。

ところで、今年は、総合優勝が赤組、応援賞が白組でした。

チームの結果はこのようになりましたが、子どもたち一人一人

が運動会を楽しみ、一生懸命頑張った姿に対しては、「あなた

がチャンピオン」と全員に声を掛けたいと思った一日でした。

なお、運動会が安全に滞りなくできるよう、事前にグラウン

ドの草刈りや整備、また、当日の駐車場整理や運営にご協力く

ださいました保護者の皆様に心より感謝申し上げます。

～船越小コミュニティースクール 地域と共に～

◆本校では、前号でご紹介した学校運営協議会委員の皆様に加
え、それぞれの専門分野から学校の活動を支援してくださる
地域の方々を、ＣＳ（コミュニティースクール）推進委員と
してお願いしております。６月５日には第１回推進委員会を
開催し、今年度の活動について協議していただきました。

◆４～６年生が行う「クラブ」の時間にも、今年は地域の方々
に協力していただいております。囲碁や料理、マジック、イ
ラスト、地域の歴史など、各クラブの活動内容に応じて“そ
の道”に詳しい方が、子どもたちに指導し一緒に活動してく
ださっております。

クラブ活動の様子～将棋を楽しんでいます
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文武両道！日頃の努力の成果を存分に発揮しています。

中央地区小学生バレーボール春季大会（5月11日） 女子の部 第３位 エンジェルウィング

潟上市・南秋田郡・男鹿市小学生陸上競技大会（５月2４日）

男子６年100ｍ 第３位 ○○○○ さん

秋田住宅流通センター杯争奪第２８回秋田県小学生柔道選手権大会（5月25日）

３年生男子 第１位 ○○○○ さん

３年生女子 第１位 ○○○○ さん

空手武心会2025型競技大会（5月25日）

太極1 小学３年の部 準優勝 ○○○○ さん

第５８回秋田県珠算競技大会（6月8日）

第二部読上暗算競技 第２位 ○○○○ さん（６年）

第一部個人総合競技 優 勝 ○○○○ さん（４年）

※○○○○さん、○○○○さんは、他の複数の競技でも優勝や入賞を果たし、東北大会に

推薦されました。
※学校にお知らせいただいたものを掲載しています。

◆大きく育て「人権の花」◆
６月４日に、人権擁護委員と市役所職員の方にお越しいただき、６年生と１年生が「人権」

についてのお話しを聞く集会を行い、その後、「人権の花」として赤と白のベゴニアの苗をプラ
ンターに植えました。人権擁護委員の方からは、「人
権」の尊重について子どもにも分かりやすく、みん
なが思いやりの気持ちをもって互いに幸せな気持ち
で過ごすことの大切さを教えていただきました。玄
関前に置いた「人権の花」を育てながら、子どもた
ちの思いやりの心も大きく育つことを願います。

◆お金の大切さを楽しく学ぶ 「金融教室」◆
６月１３日に、船越郵便局と払戸郵便局の協力を得て、３年

生の子どもたちに「金融教室」を行いました。お金の働きやお
金の上手な使い方など、子どもたちに分かりやすい資料や具体
例を示しながら教えていただきました。子どもたちはお金の大
切さについて、改めて考えることができた様子でした。

◆みんなが同じように楽しく過ごすために 「手話教室」◆
６月２０日に、県の福祉関係部署から講師を招き、４年生の

子どもたちに「手話教室」を行いました。たとえ音声が聞こえ
なくても、手段や方法を工夫して生活している人たちは、聞こ
える自分たちと同じなんだということに自然に気付き、会話の
手段の一つである手話の必要性を感じながら、熱心に活動に取
り組んでいました。

６年生の修学旅行をはじめ、様々な校外学習等があった６月の出来事から
３つ紹介します。


